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那須塩原市議会だより

９月定例会議の内容をわかりやすくお伝えします。

市議会では、音訳ボランティアの皆さんの協力を得て、目の不自由な人のために音訳版を発行しています。詳しくは議会事務局までご連絡ください。
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黒磯アウトドア協議会とは
　地域連携を活動の軸としてい
る黒磯アウトドア協議会は、黒
磯観光協会の委員会の一つで、
観光協会に加盟している関連事
業者がアウトドア活動をサポー
トしている。構成委員は 10名程
度で、利用者ニーズにあったプ
ログラムを提供し関係人口を増
やすことにチャレンジしている。

＜アウトドア協議会が作られた
きっかけは？＞
◆板室地区と黒磯地区で、アウト
ドア活動を通して板室温泉への宿
泊や、観光にしっかりと寄与でき
るように連携する目的で協議会を
作りました。 地域との連携を重視
することを活動目標としています。

＜主な活動は？＞
◆今年の 1 月には、どんと焼き
を板室温泉で復活させました。小
規模ではありますが、アウトドア
協議会で運営し、地域のお祭りを
再開することが出来ました。
◆規模の大きい団体からアウトド
ア活動のサポート依頼があった時

には、事業者間で情報共有し、サ
ービスを提供しています。

＜アウトドアとは？＞
◆アウトドアというとアクティブ
なイメージも多いと思いますが、
ゆったりと過ごしたい人、または
ハンディがある人、高齢な人でも
体験できるさまざまなコンテンツ
があります。広い意味で考えると、
露天風呂も自然の恵みを使って体
にリフレッシュ効果をもたらすの
でアウトドアになります。自然の
恵みをどう活用するかというのが
アウトドアです。

アウトドアとは、自然の恵みを
どう活用するかということ。
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＜活動していて嬉しかったことや、
やりがいを感じることは？＞
◆自分たちが自然の中で「良い
な」と思う場所をツアーコースと
して設計し、そこを素晴らしい
と言ってもらえた時が嬉しいで
す。笑顔で帰っていただけると、
やってて良かったなと思います。
常に課題は出てくるので、反省
点を活かしつつ学ぶことも多い
ため、とてもやりがいを感じな
がら楽しんでいます。

＜活動で心掛けていることは？＞
◆アウトドアは危険とイメージす
る人もいると思いますが、ガイ
ドは安全を確保することを当た

り前として活動しています。自然
の中に滞在することで、学びや知
恵がつき、それぞれの分野に特化
したガイド達がサポートします。
学びという意味でもアウトドアを
活用できることを知っていただき
たいです。

＜今後の展望は？＞
◆来訪者の黒磯地域、板室温泉地
域の滞在時間を伸ばすため、アウ
トドア体験が選択肢としてありま
す。また、地域貢献が命題になっ
ていますので、宿泊につながるア
ウトドアのプランを旅館と作って
いきたいです。

＜市議会議員のイメージは？＞
◆市議会は何をしているのかわか
らない、何をしているか見えにく
いと思います。
◆議会だよりも方法の 1 つです
が、もっと定期的な情報発信をし
てもらうと、こういうことをやっ
ているのだなとわかる機会がある
とすごくいいなと思っています。

市議会は何をしているのか見えにくい。
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一般会計・特別会計
歳出決算

総額757億円を認定

令和３年度決算

令和３年度歳出決算
　一般会計　　　　532億 4,093 万円
　特別会計　　　　225 億 5,448 万円
　水道・下水道事業会計
　収益的支出　　　　50億 3,778万円
　資本的支出　　　　33億 7,587万円
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令和４年９月定例会議が開催されました　

皆さんの税金の使い方の一部です

　一般会計、特別会計などの９会計の歳入歳出決算
について審査を行いました。
　予算執行状況や行政効果の確認などを基本に審査
した結果、各会計とも適正に処理され、財産管理お
よび基金の管理運用等についても、適正に執行され
ていることを確認し、９会計すべて認定しました。
　一般会計の決算額は、令和２年度と比べて、歳入
は 11.7％、歳出は 14.3％減少しました。　

●防災対策費　　　　　　　4 億 9,849万円
●減債基金積立金　　　　　　   ７億7万円
●ふるさと基金積立金　      5 億 6,319万円
●移住・定住促進事業費               1,991万円
●那須塩原駅周辺まちづくり総合調整費
　　　　　　　　　　　　　　　1,581万円  

西那須野支所庁舎管理費の防火シャッ
ター危害防止装置設置の設計委託料とし
て当初予算150万円が計上されていたが、
決算額が 66 万となった理由を伺う。 
入札により減額になった。

●小中学校ICT事業費
●小学校施設整備事業費
●中学校施設整備事業費
●図書館管理運営費  
●国民体育大会推進事業費
●東京オリンピック・パラリンピック
　事前キャンプ地誘致事業費
●青木サッカー場整備事業費 

オリンピアン等謝礼、100 万 6,610 円の
内訳 について伺う。
各小学校、中学校においてオリンピア

ンとして活躍した方々をお招きし、子ど
もたちに体験をさせたり、自身の体験を

語っていただいた。令和 3 年度は 6 名のオ
リンピアン、パラリンピアンをお招きし、13 校
で実施した。謝礼は１日10万円と旅費を出
している。１日に午前と午後に複数回実施す
ることもあったので100万 6,610 円の決算
額となった。

3億3,483万円
1億2,510万円
1億2,886万円
3億6,443万円
4億9,594万円

1,109万円
3,529万円
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那須疏水への汚水放流や流入に伴う損失
に対する補償金であり、那須疏水土地改良区
と覚書を交わし、支払っているものである。

●畜産担い手育成総合整備事業費
●多面的機能支払交付金事業費
●農村基盤施設整備事業費
●商工振興費
●企業誘致事業費
●観光誘客促進事業費
●観光施設管理運営費

●道路維持管理費                  　 　 
●地方創生道整備推進交付金事業費

●普通河川等整備事業費　               
●都市計画道路３・３・４号
　東那須野東通り道路改良事業費　　　　
●都市公園等長寿命化事業費
●市営住宅整備事業費
●那須地区消防組合負担金

●住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
給付事業費　　　　　 　　　　8億 8,844万円
●障害者福祉サービス給付費　　25億 9,695万円
●高齢者自立対策・生活支援費    1 億 3,611 万円
●子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費
　　　　　　　　　　　　　　　17億5,203万円
●新型コロナウイルス感染症対策費　
　　　　　　　　　　　　  6 億7,092万円
●脱炭素社会構築推進費　　　　　　 4,602 万円
●気候変動適応推進費　　　　　　　　 734 万円

シェアサイクル実証実験の結果と評価に
ついて伺う。
令和２年度から実施した事業であるが、

令和３年度については 30 分 100 円 1日最
大1,000 円と有料化したこともあり、稼働

土木総務費に計上されている那須疏水へ
の汚水放流に対する補償金の内容について
伺う。

新型コロナウイルス感染症対策基金の積
立理由を伺う。
当初ワクチン接種など、対策にかかる経

費がわかりにくかったが、間違いなく経費は

率の低下が顕著に認められるなど、事業効
果は芳しくないと判断せざるを得ず、結果
を踏まえ今後については同内容の事業を実
施する考えはない。

かかると想定し、財源を確保しなければ対策
ができないと判断して基金を作った。基金の
原資にはふるさと納税で、コロナに使ってほ
しいと、寄付を受けたものを当てた。

   2億 951万円 
1億3,648万円
9,323万円

3億3,503万円
7,991万円

1億1,685万円  
1,878万円

6億 8,424 万円 

 4億7,483万円
4,604 万円

814 万円
2,507 万円
5,428 万円

16 億 6,196 万円

那須野が原土地改良区の小水力発電
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常 こんなことを審査・調査しました ※　◎は委員長、○は副委員長

市職員の育児参加のための制度が充実します
男性の育児休暇対象者は何人か。　
昨年度は15人、一昨年度は14人で、例年15人前

後である。
国体や那須烏山市の豚熱対応などで職員の出

勤日数が多くなるが、10  月まで延長することで夏季
休暇は取得出来るのか。　
計画的に取得を進めて、完全取得を図ってもら

うため今回「那須塩原市職員の勤務時間、休日及び
休暇に関する条例の一部改正」に踏み切った。
育児休業を取得した職員が復帰しやすい環境

を整えているのか。　
年度を超えるような場合は一度総務課付けとし、

復帰を別の部署にすることで、不在時の仕事を代わ
りにやってもらったと感じないよう配慮している。
また休業中でも研修への声掛けを行い、参加しても
らっている。

犯罪被害者等の支援が充実します
見舞金の金額について、県内の他の自治体との

調整はされているのか伺う。
遺族見舞金 30 万円、重症病者 10 万円について

は、県内一律でどこの市町も一緒になっている。
見舞金の支給には個人情報の問題が生じると

思うが、個人の申請に基づいて支給するというこ
とか。
こちらから積極的にプッシュしすぎると被害者

に負担をかけてしまうことも考えられるため、あ
くまでも本人からの申告でというふうに考えてい
る。
見舞金を規則で定めるということになってい

るが、これは 1回限りのものなのか、支障がずっ
と継続していれば、見舞金が翌年等も支払われる
のか。
被害者が国や県の制度を利用し、見舞金等を請

求すると支給されるまで約半年以上といった時間

がかかる。その間、市でしっかり支援していきたい
という意味での見舞金と捉えており、支給は一度限
りと考えている。

低地で河川が氾濫した場合、一時的に水をためて
おける土地の課税標準額を減額します
特定都市河川浸水被害対策法で規定する貯留機

能保全区域の指定を受けた土地に係る特例について
具体的に説明してほしい。
大都市部の低地で、河川が氾濫してしまった場合

に、一時的に水をためておける土地について、課税
標準額を減額するもの。本市では該当の土地はない
が、国の準則に合わせ改正する。

令和 4 年 11 月２０日発行

総務企画常任委員会 【審査分野】市政全般、自治会、情報システム、防災、税など
【委員】◎山形紀弘○中里康寛、鈴木秀信、星宏子、相馬剛、鈴木伸彦、中村芳隆、山本はるひ、玉野宏

塩原庁舎の照明をＬＥＤに切り替えます　
塩原庁舎ＬＥＤ照明器具のリースの内容と費用対

効果について伺う。
今年度から10 年間、944 万 1,000 円を限度額と

して債務負担行為を追加する。 ＬＥＤに切り替えた場
合、電気料と修繕料、リース代の比較では 10 年間で
19 万円安くなると見積もっている。

スマート公民館をモデル的に作ります
生涯学習推進費のスマート公民館建築の具体的な

事業内容について伺う。
西那須野公民館にオンライン会議の設備を導入し、

これを活用した事業を展開する。例えば、公民館の
講座や会議等をオンラインで行うなどである。

障害者支援を充実させます
総合支援法事業管理費について、委託料の障害者

総合支援システムの改修内容を伺う。
国が、障害者支援区分やサービスの利用状況など、

市が持つデータを障害福祉分野の制度改正に活かす
ための改修であり、市でも障害福祉計画などにその
データを活用しやすくなる。
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奨学資金が受けやすくなりました
奨学資金貸与基金積立金の 2 億円の詳細内訳に

ついて伺う。
2 億円の積算の根拠として、令和3年度の奨学

金の貸与者の申込み数は21人であり、貸与基金の
残高は要望に応えられない状況であり、貸与人数
は 9 人であった。コロナ禍の直近 3 か年の平均申
込者数は15人程度であり、毎年15人の継続貸与が
できる試算を検討した。

子宮頸がん予防接種を支援します
子宮頸がん予防接種の積算根拠を伺う。
委託料として１件あたり１万 6,720 円、1,093

件を予定している。

【委員】◎山形紀弘　○森本彰伸　○田村正宏、その他全議員　予算常任委員会
福祉教育常任委員会への付託案件はありませんでした。
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◯×討論

●被保険者数の減少や新型コロナウイルス感染症
の影響で保険税収入は減少しているが、収納率は
上昇しており、収納対策の強化が図られたと評価
する。保険事業では、人間ドック助成は、コロナ
による影響前と比べ同じ利用数を維持、健康保持
増進に努めている。（林　美幸議員）

●財政調整基金の計画的な活用による低い保険料
基準額の設定。適切な基盤整備や保険料の設定、
基金運用等を図り、可能な限り住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることが
できるよう、包括的な支援、サービス提供体制の
構築が進められてきた。(佐藤　一則議員）
●介護が必要になっても住み慣れた地域で健やか
に暮らせるようにすべき。特別養護老人ホームの
入所待機者は 200 人と解消されていない。介護
保険を払っても介護サービスが十分に受けられな
い現状がある。（堤　正明議員）

●豊かな財政調整基金を市民優先に使い、保険料
を引き下げ、払いやすい保険料にし、すべての世
帯に保険証が届くようにするべき。
市民の命と健康を守り福祉の向上をめざすことを
強く求める。（堤　正明議員）

令和３年度那須塩原市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について

令和３年度那須塩原市介護保険特別会計歳
入歳出決算認定について
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●第２次那須塩原市総合計画に基づく将来像の実
現に向け持続可能な財政運営を確保しつつ、限ら
れた財源を最大限に有効活用し、新型コロナウイ
ルス感染症による危機を乗り越えるために対策を
引き続き講じているほか、社会的要請に的確に対
応した決算内容である。（中里　康寛議員）
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成

市議会リポート

総合計画審査特別委員会で提言書を提出しました

令和３年度那須塩原市一般会計歳入歳出決
算認定について

●財政調整基金は、約５億 4,415 万円積み立てら
れ 60 億 9,371 万円となり毎年増加している。
基金の使途は、市民の暮らしとなりわいを守るの
が本来である。市民の生活向上に寄り添った決
算となっていない。（堤　正明議員）

反
　
対

●保険料収入が増加傾向にある中、収納率につい
ては、99.45% と高水準を維持しており適切な収
納対策に取り組んでいる。また、決算については、
実質収支額 1,359 万 4,453 円の黒字となり、適切
な財政運営を図っているものと判断する。
（星野　健二議員）

賛  

成

令和３年度那須塩原市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定について

●後期高齢者は低所得の中で受診控えがあり社会
問題にもなっている。後期高齢者医療特別会計の
主な歳出が栃木県後期高齢者医療広域連合納付金
である。市は広域連合に対し保険料軽減対策を求
めるべき。（堤　正明議員）
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　市では、市政運営の総合的で基本的な指針となる
「第2次那須塩原市総合計画」をつくっています。
計画期間は前期と後期にわかれていて、今年は、令
和5年から令和9年までの後期基本計画を作成して
います。そこで議会は、本市が目指す将来像を着実
に実現する計画となるよう、特別委員会を設置し、
3つの分科会で慎重に議論を重ねました。その結果
を提言書としてまとめ、9月 26 日、市長へ提出し
ました。

ぎかいのひととき　⑨

各議員の議案に対する賛否の状況各議員の議案に対する賛否の状況
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号
１
第
定
認 　■令和３年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について

認定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長

議 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

号
２
第
定
認 　■令和３年度那須塩原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長

議 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

号
３
第
定
認 　■令和３年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長

議 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

号
４
第
定
認 　■令和３年度那須塩原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長

議 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【○】は賛成　【×】は反対　【ー】は議会選出監査委員であるため、決算案件は採決しない

令和 ４ 年 11 月２０日発行

　賛否の分かれた案件のみ記載しています。

市議会リポート

いちご一会とちぎ国体に
   ボランティア参加しました

受付

会場巡回

　10 月１日から 11 日まで開催されてい
た「いちご一会とちぎ国体（第 77 回国
民体育大会）」のうち、 10 月７日から 10 
日で開催されたソフトテニス競技の会場
内でボランティア活動をしました。会場
内の巡回や、報道関係者や他自治体から
の視察員等の来場受付を行いました。



本会議において審議された議案の結果（報告案件は除く）は次のとおりです。

議案番号 件　名 結　果

同意第　４号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同　意

議案第５９号 令和４年度那須塩原市一般会計補正予算（第４号） 可　決

議案第６０号 令和４年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

議案第６１号 令和４年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第６２号 令和４年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可　決

議案第６３号 令和４年度那須塩原市温泉事業特別会計補正予算（第３号） 可　決

議案第６４号 令和４年度那須塩原市墓地事業特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第６５号 令和４年度那須塩原市産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第６６号 那須塩原市犯罪被害者等支援条例の制定について 可　決

議案第６７号 那須塩原市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正について 可　決

議案第６８号 那須塩原市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可　決

議案第６９号 那須塩原市税条例等の一部改正について 可　決

議案第７０号 那須塩原市都市計画税条例の一部改正について 可　決

議案第７１号 那須塩原市手数料条例の一部改正について 可　決

議案第７２号 那須塩原市営住宅条例の一部改正について 可　決

議案第７３号 財産の処分について 可　決

議案第７４号 令和４年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 可　決

議案第７５号 令和４年度那須塩原市一般会計補正予算（第６号） 可　決

認定第　１号 令和３年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第　２号 令和３年度那須塩原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第　３号 令和３年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第　４号 令和３年度那須塩原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第　５号 令和３年度那須塩原市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第　６号 令和３年度那須塩原市墓地事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第　７号 令和３年度那須塩原市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第　８号 令和３年度那須塩原市水道事業会計の剰余金の処分及び決算認定について 可決及び認定

認定第　９号 令和３年度那須塩原市下水道事業会計の剰余金の処分及び決算認定について 可決及び認定

発議第１１号 決算審査特別委員会の設置について 可　決

果
結
査
審
の
案
議

ぎかいのひととき　
令和４年１１月２０日発行⑩ ぎかいのひととき　

令和 4 年 11 月２０日発行⑪

大野　恭男議員

問
質
表
代
派
会

齊藤　誠之議員
那須塩原クラブ 敬清会

渡辺市政の 4年間の総括及び今後の市政運営につ
いて
公約の達成状況と公約実現に向けた取り組みの

過程で見えてきた課題と対策について。
市長　現在81の全ての事業に取り組んでいる。

ワクチン接種のように最優先で取り組む課題が急
に出てくるので、そのような事態が生じた場合に、
各事業をいかに実施していくかというのは非常に
課題であり、今後は、公約事業を含めて、中長期
的な視点で事業の調整や進捗管理を行い、引き続
き全庁挙げて取り組んでいきたい。
第 2次総合計画（後期基本計画）の 5年間をど

のようなビジョンを持って実行していくか。
市長　今後の那須塩原について、ニューノーマ

ル、デジタルトランスフォーメーション、ゼロカー
ボン、県北拠点づくり、この 4つを分野横断的な
重点推進テーマとして、コロナ後の那須塩原を見
据えた各施策の推進に取り組む。　
コロナの影響もあり、第２次総合計画後期基本

計画策定を1年間延長した中で、任期最後の年を
迎えている。今後 5年間の計画は、議決を経た後
の新年度から遂行されていくが、計画はただ作る
だけではなく、それを実行し、成果、結果を出し
ていく責任は重大であると考えている。渡辺市長
は、来年 4月に行わる市長選へ再度出馬をし、再
び陣頭指揮を執っていく考えはあるのか伺う。
市長　私は良く言えば市民派的な部分がある。

引き続き次の２期目も挑戦させていただき、市民
の皆様からお許しがあれば、コロナ後の那須塩原
を市民の皆さん、職員の皆さんと一緒につくって
いきたい。問答問答問答

市政運営について
人口減少が想定を上回っている。いかに人口減

少を抑えていくか、緩やかにしていくかが重要に
なってくると思うことから、課題と対応を伺う。
市長　コロナ禍で出生数が激減している。子育

て施策や安心して子どもを産み育てる環境づくり､
若い方を対象に移住定住促進を図ることが課題だ
と感じている。こうした状況の改善を図って人口
減少の抑制を図る為、「第 2 次那須塩原市総合計
画後期基本計画」の中に若者が住み続けたい、安
心して子育てが出来るまちづくりを進めいく。
栃木県北 30 万人都市構想についての考えを伺

う。　
市長　県北地域が一体となってスケールメリッ

トを生かすことが重要。例えば、那須塩原市だけ
だと農業生産高全国 8位だが大田原市、那須町、
那須塩原市を合わせると全国 1 位になる。観光
で宿泊者数がコロナ前の数値で、那須塩原市は約
90 万人、那須地域だと約 270 万人いて、日光が
約 330 万人なので一大観光地となる。そういう
スケールメリットを生かした分散型社会、私は現
代版首都機能移転という言い方をしていたけれど
も、コロナ禍で分散型社会の受け皿、要は官公庁
だけではなく、民間企業やワーケーションがかな
り来ているので、こういう分散型社会の受け皿と
なる為のまちづくりというのが究極的な目的であ
ると考える。分散型社会の受け皿として機能する
ためには、それぞれの市、町と行政区分は違うけ
れど、協働できる政策は一緒にプランディングを
やっていこうとすることがすごく重要なことだと
考えている。



ぎかいのひととき　
令和４年 11 月２０日発行⑫

佐藤　一則議員 田村　正宏議員

問
質
般
一
政
市

教員の働き方について
教員試験受験者数が令和4年度までは減少して

いたが令和5年度に増加した要因について伺う。
教育長　これまで 45 歳未満だった受験資格の

上限を 60歳未満に引き上げた結果と考える。　
定年退職以外の退職者が増加しているが主な退

職理由を把握しているか伺う。　
教育長　主な理由は、転職、介護や育児等個人

的な理由となっている。　
定年を迎える前に退職した教職員が再び職に就

けるような制度があるのか伺う。　
教育長　退職の際に、退職理由が介護・育児で

ある場合、その旨を県教委に申告する事で、再度
採用を希望した場合に優遇措置制度がある。　
時間外勤務時間について伺う。　
教育長　市内小・中学校等の月平均時間は、令

和3年度で 57時間 19分となっている。　
時間外勤務発生の主な要因について伺う。　
教育長　授業等の学習指導は勿論、生活指導、

保護者対応、部活動指導等多岐にわたり物理的に
勤務時間内に業務が終了しない状況にある。　
時間外勤務を減らす対策について伺う。　
教育長　対応人数の増員と業務の効率化が考え

られるので今後も国、県に教職員の増員を要望し
ていく。「働き方改革かがやきプラン」を改定し
職員のウェルビーイングの実現を目指していく。
中学校の部活動指導時間の軽減について伺う。
教育長　教職員以外の指導員を活用するなど、

市独自の取り組みである「地域における持続可能
なスポーツ環境の整備」を運動部の部活動におい
て今年度から進めていく。答問問

コロナ禍を通じて、深刻化及び新たに顕在化して
いる地域課題について　　
高齢者の社会参加の減少について伺う。　　
市長　外出自粛や行動制限を余儀なくされるこ

とによる社会貢献活動や介護予防につながる集い
の場への参加機会が減少しており、今後影響が懸
念されるため留意をしてまいりたい。　
引きこもりについての実態調査の有無と情報公

開について伺う。　
保健福祉部長　令和4年1月から2月に民生・

児童委員を対象に、引きこもりに関する調査項目
を含むアンケ－トを実施した。今後その結果を「第
4期那須塩原市地域福祉計画」策定の参考にして
まいりたい。　
引きこもりが懸念される不登校の児童・生徒の

人数及び推移と対応について伺う。　
教育長　那須塩原市においても不登校の児童・

生徒の数は残念ながら増加している。対応につい
ては家庭訪問が基本であるが、全児童・生徒に配
付されているタブレットによりオンラインでの接
触も可能になった。今後も丁寧な対応を心掛ける
とともに外出可能な児童・生徒については適応指
導教室や宿泊体験館メープル等の利用も視野に対
応したい。　
ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）や虐待

の現状と課題について伺う。　
子ども未来部長　ＤＶ・虐待は生活困窮や精神

障害などとの相関性が指摘されるなどコロナ禍に
おいて多様化・複雑化している。どちらも命に関
わる事案でもあり慎重かつ適切に対応してまいり
たい。問問答答問答答問

121,050 冊

令和３年度 みるる 西那須野 塩原

入館者数 296,075 人 100,762 人 22,078 人

貸出数 282,569 冊 252,036 冊 40,078 冊

蔵書数 167,548 冊 68,775 冊

ぎかいのひととき　
令和 4 年 11 月２０日発行⑬

鈴木　秀信議員 山本　はるひ議員

３図書館の入館者数・貸出数・蔵書数

地域学校協働本部事業と学校運営協議会設置につ
いて
学校運営協議会設置可能となる指標を伺う。
教育長　地域学校協働本部事業の実施により、

地域と学校の信頼関係が深まってきている。具体
的ロードマップとして、令和6年度から8年度に
かけ、地域学校協働本部を設置した時と同じ順番
でコミュニティ・スクールの導入を進めていく。
コミュニティ・スクールになった場合、学校と

地域をつなぐキーマンは。
教育長　地域の人の窓口では地域学校協働活動

推進員、学校は地域連携教員がキーマンとなる。
推進員が学校に配置される規模を伺う。　
教育長　学校の規模により1名から3名、総勢

で50名を超える予定である。　
コミュニティ・スクールの認知度を高める施策

を伺う。　
教育長　各学校の教職員の研修、学校のホーム

ページを活用した周知、地域学校協働本部会議で
直接地域住民への説明等を考えている。　

ヤングケアラー対策について　
ヤングケアラー実態調査は実施したか。　　
市長　市独自の実態調査はしていない。　
今後実態調査を行う計画はあるか。　
子ども未来部長　来年度、小学 5 年生と中学 2

年生対象に学校で行いたいと考えている。　
ヤングケアラーへの支援体制の構想を伺う。　
子ども未来部長　ヤングケアラー協議会、きょ

うだいの会等の外部団体と協議し、学校や関連部
局との連携も含め検討していきたい。

養鶏場の環境への影響について　　
拡張計画の進んでいる養鶏場のトラックの騒音

や振動、臭気、排水処理の規制について伺う。
市民生活部長　騒音規制法、振動規制法で規制

することは難しい。悪臭防止法の規制の対象にな
っているので必要な指導を行っていきたい。排水
については水質汚濁防止法での規制地域の対象外
になっている。　
悪臭について、同じところで毎月同じ日に測定

するというようにできないか。　
市民生活部長　苦情があればすぐに現場に駆け

つけているので、継続しての測定はやっていない
し、今後もやる予定はない。　
生活環境保全に関して協定書作成の考えは。
市民生活部長　協定書の有無にかかわらず事業

者への働きかけを行っていきたい。　
市長　法律と実態が追いつかなくなっていると

感じる。基礎自治体レベルだけでは対応できない
問題もあるので、県も巻き込んでいい方向にして
いきたいと思っている。手段としては規制や協定
書などあるわけで、非常に気にはしている。

図書館について　
「市民の居場所」としての利用についてと図書
館に係る費用のすべてについて伺う。　
教育部長　図書資料の閲覧、貸出だけでなく、

学習スペースとして活用している。ボランティア
団体と連携した紙芝居やおはなし会、落語会や映
画会などさまざまなイベントを開催し、市民の居
場所として利用されている。令和 3年度の図書館
管理運営費は全体で約3億 6,443 万円になってい
る。

問
質
般
一
政
市



ぎかいのひととき　
令和 4 年 11 月２０日発行⑭

林　美幸議員 小島　耕一議員

市民協働による地域づくりの推進について　
行政が抱えている課題に対し、企業や法人等の

強みを活かし共に課題を解決していく仕組みが
必要。具体的な企業との協働や、共に課題を解決
する共創について連携する事項はいくつあるか。
企画部長　まちづくり、産業振興の項目や、現

在協定を結んでいるものを含めると46項目ある。
今後、包括連携協定として官民の共創の考えを

促進していく方針なのか。　
企画部長　専門的なところについては、連携し

て進めていく考えである。

職員のウェルビーイング向上について　
残業月平均 60 時間を超えた職員は何人いるの

か。管理職の時間外勤務状況は把握しているか。
総務部長　月 60 時間超の職員は 68 人。管理

職の業務量は一概に計ることはできず、部下の管
理、状況によって業務量は変わる。管理職の業務
が時間内に終われる業務量は把握していない。　
心の病で傷病休暇を取得した人数の傾向は。
総務部長　傷病休暇を取得した 60 名のうち

18 人が心の病。その傾向、経年的なところ毎年
15人程度で推移している。　
新採用職員のバディ制度は、心の病の防止につ

ながるものなのかを伺う。　
総務部長　新採職員１名に先輩職員を１名教

育担当で配置し、複雑な問題の解決や状況に応じ
た対応のアドバイスを受けるもの。コミュニケー
ションが増え、心の病の防止につながる。問答問
答問答問答問答

愛郷心・愛国心を醸成する教育について　
愛郷心を高めるための課題について伺う。　
教育長　新型コロナウイルス感染症の影響によ

り自然や社会の体験不足によって郷土への理解や
関心が薄れること。　
地域学校協働本部の活動再開はどうするのか。
教育長　地域学校協働本部事業は、今年度から

はかなりコロナ禍以前の状況に戻りつつある。　
日本遺産は愛郷心を高めるよい教材であると思

うが、今後どのように活かしていくのか。　
教育長　副読本を作成し、明治時代の誇れる偉

人などとして学習を行っていく。　
愛国心を高める課題はあるか伺う。　
教育長　教育基本法の｢教育の目標｣にある ｢国

や郷土を愛する態度を養うこと｣を要として、我
が国の文化や伝統に対する理解と愛情を深める学
びを進めている。　
日本の古代史を著した古事記や日本書紀はどの

ように教えているのか。　
教育長　小学校 6年生の社会科で国の形成に

関する考えを指導するなかで、神話や伝承につい
て古事記や日本書紀を取り上げることになってい
る。また、中学校の歴史では古事記や日本書紀の
神話や伝承を当時の人々の信仰や物の見方に気づ
くことができるようにしている。　
建国記念日はどのように教えているのか。　
教育長　小学校6年で国民生活に関わりの深い

国民の祝日を扱っており、歴史的な由来を取り上
げながら、我が国の社会や文化における意義を考
えられるよう配慮している。問答問答問答問答問
答問答
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乃木希典那須野旧宅

ぎかいのひととき　
令和 4 年 11 月２０日発行⑮

中里　康寛議員 堤　正明議員

那須塩原市の魅力を創出する産業団地への企業立
地について　
今後残り２区画の売却に向けて、どのように考

えているのか。　
産業観光部長　早期分譲に向け、今後も県主催

の企業立地セミナーへの参加や展示会への出展な
ど、県との連携を中心に、業界新聞広告やウェブ
サイト掲載、関係機関との合同企業訪問等、那須
高林産業団地の立地環境を PRする予定である。
新たに産業団地を新設するため、候補地の絞り

込みを行っていると昨年御答弁いただいたが、現
在の進捗状況について伺う。　
産業観光部長　昨年度実施した産業用地適地基

礎調査では、産業団地開発の大きな要素となる排
水先や接続道路、土地利用などの観点から候補地
を評価した。新たな産業団地については、社会情
勢や経済状況を見極めながら今後も検討を進めて
いく。

介護人材の確保に向けた取り組みについて　
人材確保は社会福祉法人や民間などの相手方が

あることだが、人材の数値的管理も基盤整備計画
に沿った形で、来年度、第９期計画の策定に着手
する際には、ぜひ人材管理について明記していただ
きたいと考えるが、検討していただけるか伺う。
保健福祉部長　介護人材の状況について、社会

福祉法人をはじめ民間の事業であり、相手方があ
るので、具体的にどれぐらいという数字を出すと
いうのはなかなか難しいが、数値的な管理は今ま
でやっていなかったので、第９期の策定において
は検討していきたい。

水資源の有効利用について　
本市の水資源は水質が良好で水量・河川ともに

豊富で、市民の生活に欠かせないものである。水
資源の利用状況・今後の有効利用について伺う。
上下水道部長　河川の表流水、伏流水、地下水

及び湧水を水道水の水源として利用している。　
産業観光部長　農業用水は、水稲などの農作物

の栽培に利用されており、今後も水稲経営などが
継続的に行えるよう農業用水の確保に努める。　
市長　那須塩原は、まさに水から始まったと

言っても過言ではない。水は、再生エネルギーの
発電一辺倒ではなく、バリエーションに富む意味
でも水を使った発電は非常に重要だと思う。

市民に信頼される水道事業について　
他都市で、水害・落雷などによる災害による取

水停止や断水等が発生し、市民生活に影響を及ぼ
している。生活の命でもある水道について伺う。
上下水道部長　水質の安全性確保のため、浄水

場、末端の給水栓で水質検査を毎日実施している。
水道管路のA I等を活用した劣化診断について

伺う。
上下水道部長　デジタル技術を活用した管の更

新、施設の予防保全など活用例があり、有収率の
改善や最適な施設更新に取り組んでいきたい。　
鳥野目浄水場の更新について伺う。　
上下水道部長　施設全体の更新が必要で、令和

８年度の完成に向けて詳細設計等を進めている。
当面、水道料金の改定はないと考えてよいか。
市長　令和９年までは現状の料金でできると認

識している。答問問答問答答答問答答問
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ぎかいのひととき　
令和 4 年 11 月２０日発行⑯

問
質
般
一
政
市

益子　丈弘議員 森本　彰伸議員

本市の林業政策について
本市の目指す森林資源の在り方や林業政策につ

いての考え方と今後の取り組みは。　
市長　森林は多くの多面的機能を持っている。

現在はウッドショックや円安などの影響で国産材
が非常に見直されてきている。本市の豊富な森林
資源を大きな財産として木材の利用価値を高め稼
げるように攻めの姿勢で、しっかりと付加価値を
のせていける取り組みをしていきたい。市民には
豊かな森林を身近に感じられる取り組みを考えて
いる。　
木材の利用価値をどのように高めていくのか。
産業観光部長　市内の立地企業には木材に付加

価値をつけた製品を生産している例がある。国産
材が見直されている今を機会と捉え、更なる先進
事例などを収集し今後の取り組みを研究したい。
気候変動対策からみた森林の果たす役割をどう

感じているか。宇都宮大学との調査の内容は。
気候変動対策局長　森林は炭素循環や水循環で

気候変動の影響に対する適応策や緩和策で重要な
役割を果たすと感じている。宇都宮大学とは森林
や農地の地形を防災へ有効活用出来るか調査して
いる。さらに河川や市街地への流入防止や抑制が
可能か研究してまいりたい。
令和6年に県の林業大学校が開校予定だが連携

や協力は。　
産業観光部長　林業に特化した学校ということ

で市内の新規就業者等の人材確保や育成という面
でも非常に期待している。実習場所の提供や大学
校への見学を企画を通じ就業を希望していただけ
るような試みを今後さらに考えてまいりたい。

スマート農業の今後の可能性について　
これまでの計画にのっとり行ってきた、農業の

効率化、高収入化への取り組みをどのように総括
し、今後の農業推進計画に、スマート農業をどの
ように組み入れるか伺う。　
市長　現在の計画は、市が目指す農業の方向性

として担い手確保や農業効率化、農業経営基盤強
化の推進を挙げており、その達成のためにスマー
ト農業の活用は有効であると考えている。次の計
画でも、関係団体の意見を取り入れながら、引き
続き本市農業の課題の解決に当たり、スマート農
業を推進していく考えである。

マイクロプラスチック対策について　
市としてマイクロプラスチック問題をどのよう

に捉えているのか、何が問題なのか伺う。　
市長　さまざまな調査や研究から世界的に大き

な問題として認知されていて、生態系への影響が
非常に懸念されていると認識している。　
市として、マイクロプラスチックは、人体に悪

い影響があると考えているのか。　
市民生活部長　現在、世界中でさまざまな研究

が進められているが、人体に影響があるかどうか
の結論はまだ出ていない。　
マイクロプラスチック対策として、市で抱えて

いる課題を伺う。　
市民生活部長　新たな汚染を生み出さないこと

が一番大事だと考える。プラスチックの分別とリ
サイクルにより発生量そのものを抑え、不法投棄
やポイ捨てを減らし流出を抑えるべく、事業者・
市・市民一体となった取り組みを今後進めていき
たい。

ぎかいのひととき　
令和 4 年 11 月２０日発行⑰

ぽっぽ通りを花の散策道にする計画
東野鉄道跡のぽっぽ通りが 3 kmに渡って、すば

らしい散策道となっていますが、その道の両側に
植栽の為の花壇ができていて、それをもっと花で
満たし、3 kmの日本一の花咲く散策道にし、市
の一大観光地にしたい。　
市長　市民が植栽をする場合道路法による手

続きが必要であり、沿線住民の生活環境に影響を
与えないか、継続的に管理が行えるか、それらの
総合的な調整が必要。ガストロノミ－ウォーキング
のコースとして、ぽっぽ通りも選ばれている。

那須特別支援学校の寄宿舎廃止について　
学校教育法では特別支援学校には「寄宿舎をも

うけなければならない」とある。県の寄宿舎が廃
舎になるならば、市単独で寄宿舎だけでも造るこ
とができないか。　
教育長　今の段階で市としてできることは子ど

もたちと交流を継続していくことくらいと考えて
いる。

接骨木地区の大規模養鶏場計画について　
接骨木地区に新規に 200 万羽の拡張計画がさ

れ、日本最大の統計 400 万羽にもなろうとして
いる。この拡張計画が田園空間博物館内にある接
骨木にふさわしいものかどうか、市は調査すべき
と思うがいかがか。　
産業観光部長　市としては定期的に施設内の調

査は行っていない。県北家畜保健所は年１回立入
調査を行っていると聞いている。

金子　哲也議員星　宏子議員

※ＡＰＤ：聴覚情報処理障害
    ＬｉＤ：聞き取り困難

ぽっぽ通り（左）と、花の道イメージ（右）
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発達支援のさらなる取り組みについて　
発達支援システムの高校や大学、就労へのつな

ぎ、医療機関や福祉施設などの関係機関との連携
の現状と課題について伺う。　
市長　発達支援システムを高校の先生方にも理

解いただけるように促進しているが、市のように
円滑に連携できないのが現状である。就労支援や
就労先へのつなぎは問題なく行われているが、課
題としては就労を受け入れる事業所の充実であ
る。医療機関や福祉施設との各関係機関との連携
は、多くの方にお世話になって機能している。例
えば利用者から同意をいただき、生育状況の情報
を必要とする機関に情報提供したり、支援検討会
議で医師や福祉関係者から専門的な御助言をいた
だいている。特に国際医療福祉リハビリテーシ
ョンセンター長を発達支援アドバイザーとしてお
迎えし、市の発達支援事業全体の支援もいただ
き、リハビリテーションセンターの言語療法士や
作業療法士の方々からも御助言いただいている。
課題としては、情報提供や助言を迅速に行える体
制の構築が挙げられる。

ＡＰＤ／ＬｉＤの周知について　
ＡＰＤ／ＬｉＤに関する情報の市民へ周知啓発

の考えについて伺う。　
保健福祉部長　ＡＰＤ／ＬｉＤについては、声

は聞こえるものの言葉として理解できないという
比較的新しい症状で、原因が判明しておらず、治
療法が研究段階であるものと言われている。今後
は情報収集を行い、支援方法や周知啓発などの対
応を検討していく。



ぎかいのひととき　
令和 4 年 11 月２０日発行⑱

鈴木　伸彦議員室井　孝幸議員

問
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持続可能なまちづくりと少子高齢化・人口減少対
策について　　
前期基本計画の当初趨勢人口と現在の趨勢人口

及び改善ケースの人口ギャップについて伺う。　
企画部長　前期基本計画における当初趨勢人口

については、国立社会保障・人口問題研究所で実
施した人口推計に準拠して算出しており、令和 
　2年に11万6,351人、令和12年に11万2,257人､
令和22年に10万5,503人と推計している。この
推計値と令和２年の国勢調査結果に基づき算出し
た推計人口である現在の趨勢人口との差が令和2
年で 1,141人、令和12年で 3,839 人、令和22年
で 7,160 人の減少となっている。　
目標値が達成できない要因について伺う。　　
企画部長　転入者数と転出者数の差である社会

増減、出生者数と死亡者数の自然増減ともに減少
しており、特に出生者数の減少と死亡者数の増加
による自然減数のマイナス幅が年々大きくなって
いることが主な要因となっていると考える。　
子ども政策を含めて今後どのような政策・施策

を講じ計画を達成させていくのか伺う。　　
企画部長　今後の取り組みは第2次総合計画後

期基本計画に盛り込んでおり、待機児童ゼロの継
続と多様化する保育ニーズに応じた保育環境の充
実、子育て世代包括支援センターにおける妊娠期
から子育て期の切れ目のない支援、結婚支援の取
り組み、雇用環境の充実、市の将来を担う若者世
代が住みたい、住み続けたいと思える地域の魅力
発信がある。今後も市のブランドイメージや認知度
の向上、移住・定住の促進などの取り組みを考え
ており、引き続き人口減少の抑制に努めていく。

観光行政について　　
過去3年の、観光客入り込み数、宿泊者数の推

移について伺う。
産業観光部長　観光客入り込み数は、令和元年

度が881万1,708人、令和2年度が675万8,270
人、令和 3年度が 677万 2,087人で、宿泊者数
は、令和元年が91万 5,923人、令和 2年度が 50
万1,638人、令和 3年度が 46万 3,406人となっ
ている。
ウエルネスツーリズムの現状について伺う。　
市長　ウエルネスについては、実はコロナの前

から研究している。農業をもっと観光に取り入れ、
さらにウエルネスを打ち出す方が良いと観光マスタープ
ランの委員長の柏木先生もおっしゃっていた。イ
ンバウンドとしても話が進んでいたが、新型コロ
ナウイルス感染症が増えてきてしまったために厚
労省から連絡があり出来なくなってしまった経緯
がある。国のほうで再開があればウエルネスも挑
戦していきたいと思っている。
木の俣園地の有料駐車場の利用者数と利用状況

について伺う。　　
産業観光部長　7月、8月で約2万5,000人の

利用があり、バスが12台で 1 万 2,000 円、普通
乗用車等が 8,318 台で 415万 9,000 円、自動二
輪車が77台1万5,400円、合計して8,407台で
418万6,400円の収入となった。
有料駐車場の運営費について伺う。
産業観光部長　有料駐車場の料金徴収等業務と

駐車場誘導等業務委託を合わせて592万2,510円
となる。
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ぎかいのひととき　
令和 4 年 11 月２０日発行⑲

市議会 市議会リポート

中学校出前講座を実施しました

議場で思いを伝えてみませんか？議場で思いを伝えてみませんか？

　

　那須塩原市議会では主権者教育の一環として、令
和２年度から市内中学校を対象に出前講座を実施し
ています。今年度初めての出前講座は、９月 29 日
に厚崎中学校にて議員が講師となり、議会の仕組み
の説明、〇×クイズ、議員への質問の３部構成で講
義を行いました。

高校生との意見交換会を実施しました
　
　若年層の意見を聞くことや、市議会への興味関
心を喚起することを目的とした意見交換会を10 月
21日に黒磯南高等学校で開催しました。参加し
た高校生は、複数の班に分かれてワークショップ
を行いました。ワークショップで出た意見をマニ
フェストにまとめ、どの意見に共感できるかにつ
いて最後は模擬投票を行いました。

　那須塩原市議会では、市民の意見・要望の把握及
び住民参加による議会への理解促進を図るため、模
擬議会を開催します。
　日頃の生活で感じることや思うことを議場に来て
伝えてみませんか？
　皆様からいただいた意見、要望等を今後の研究活
動や政策提言に繋げていきたいと思っています。

●日　　時　令和 5年１月 21 日（土）
　　　　　　13：00 ～ 16：00
●場　　所　那須塩原市議会議場
●定　　員　20 名　※定員を超える場合は抽選
●応募方法　議会事務局へ電話もしくは下記 QRコー
　　　　　　ドから応募フォームへアクセス
●申込締切　令和 4年 12 月9日（金） 

応募フォームはこちら→
　　（Google フォーム）



 那須塩原市議会  検索市議会の詳しい情報は、那須塩原市議会のホームページをご覧ください。
↖

星　佳佑さん
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※上記の日程は予定です。今後変更になる場合があります。
本会議、常任委員会は、午前10時開会予定です。
※新型コロナウイルス感染症の感染状況次第では、傍聴を御
遠慮いただく場合があります。

本会議
再開

本会議
散会

本会議
会派代表質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問・議案質疑 常任委員会

議員全員協議会
常任委員会

常任委員会 常任委員会

ほし　　　 けい  すけ

 議場コンサート
議 会 暦議 会 暦

人を惹き付ける俳優になりたい

編集後記

私の将来の夢は、俳優です。私は、４年生の時か
ら関谷小学校の演劇部に入っています。今年で

関谷小学校は閉校のため、演劇部も今年が最後となり
ます。最後となる今年の演目は、校舎の建て替えを題
材とし、関谷小学校での思い出を大切にしようとメッ
セージを込めて演じています。また、私は、今年、国
体のためのミュージカルにも参加しました。学校も学
年も違う人と出会い、一緒に活動しました。プロの演
技を間近で見ることができ、メッセージを伝える力が
大切であることを感じました。
　来年から開校する箒根学園では、新しい環境の中で
たくさんの人と出会い、いろいろなことを体験してい
きたいと思っています。新しい学校でも伝える力を育
て、これからも夢に向かって頑張っていきたいです。

　佳佑さんは毎日自主学習を行いながらも宿題をき
ちんとやり遂げる努力家です。また、挨拶がしっか
りとでき、朝も元気な声で挨拶をして教室に入って
来ます。たくさんの応援を受け、夢の実現に向けて
頑張る佳佑さんを推薦します。
                             （推薦者　田口　智洋先生談）

　時が経つのは早いもので本年も残すところ、一か月余りとなってしまいました。何かと心を痛める話題の
多いなかで、本県で昭和 55年の栃の葉国体以来の 42年ぶりの第 77回となる“いちご一会とちぎ国体„ や、
“いちご一会とちぎ大会„ が開催されました。本市でも国体として正式競技 5 競技、デモンストレーション
スポーツ 2競技、とちぎ大会として 1競技が開催され多くの感動をいただきました。
　私たちもソフトテニス会場にてボランティア活動をいたしましたが、多くの関係いただいた方々に感謝を
申し上げます。本市議会としてもスローガンにある【夢を感動へ。感動を未来へ。】を体現するような活発
な取り組みを引き続き進めてまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（益子丈弘）

※新型コロナウイルス感染症の感染状況次第では、傍聴者の密集を
　避けるため、傍聴者数を制限させていただく場合や、コンサート
　を中止する場合があります。

開催日時　
11月28日（月）
午前9：20～午前9：50

開催場所　
市役所本庁舎４階議場

演 奏 者
　夕やけクインテット
    （木管アンサンブル）

そ の 他　入場無料
　　　　　予約不要




